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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

対象読者
この出版物は Cisco Nexusシリーズデバイスおよび Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエク
ステンダの設定と保守を行う経験豊富なネットワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

角カッコで囲まれているものは、省略可能な要素（キーワードま

たは引数）です。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

関連資料
完全な Cisco NX-OS 5000シリーズマニュアルセットは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート

リリースノートは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/prod_release_notes_list.html

コンフィギュレーションガイド

これらのマニュアルは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/products_installation_and_configuration_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルは次のとおりです。

•『Adapter-FEX Configuration Guide』

•『Cisco Fabric Manager Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 5000 Series NX-OS Software Configuration Guide』

•『Configuration Limits for Cisco NX-OS』

•『FabricPath Configuration Guide』

•『Fibre Channel over Ethernet Configuration Guide』

•『Layer 2 Switching Configuration Guide』

•『Multicast Routing Configuration Guide』

•『Operations Guide』

•『SAN Switching Configuration Guide』

•『Quality of Service Configuration Guide』

•『Security Configuration Guide』

•『System Management Configuration Guide』

•『Unicast Routing Configuration Guide』
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メンテナンスおよび操作ガイド

さまざまな機能に対応する『Cisco Nexus 5000 Series NX-OS Operations Guide』は、http://
www.cisco.com/en/US/products/ps9670/prod_maintenance_guides_list.htmlで入手できます。

インストレーションガイドおよびアップグレードガイド

これらのマニュアルは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/prod_installation_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルは次のとおりです。

•『FabricPath Command Reference』

•『Software Upgrade and Downgrade Guides』

•『Regulatory Compliance and Safety Information』

ライセンスガイド

『License and Copyright Information for Cisco NX-OS Software』は、http://www.cisco.com/en/US/docs/
switches/datacenter/sw/4_0/nx-os/license_agreement/nx-ossw_lisns.htmlで入手できます。

コマンドリファレンス

これらのマニュアルは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/prod_command_reference_list.html

このカテゴリのマニュアルは次のとおりです。

•『Command Reference Master Index』

•『Fabric Extender Command Reference』

•『FabricPath Command Reference』

•『Fibre Channel Command Reference』

•『Fundamentals Command Reference』

•『Layer 2 Interfaces Command Reference』

•『Multicast Routing Command Reference』

•『QoS Command Reference』

•『Security Command Reference』

•『System Management Command Reference』

•『TrustSec Command Reference』

•『Unicast Routing Command Reference』

•『vPC Command Reference』
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テクニカルリファレンス

『CiscoNexus 5000 andCisco Nexus 2000MIBs Reference』は、http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/
datacenter/nexus5000/sw/mib/reference/NX5000_MIBRef.htmlで入手できます。

エラーメッセージおよびシステムメッセージ

『Nexus 5000 Series NX-OS System Message Reference』は、http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/
datacenter/nexus5000/sw/system_messages/reference/sl_nxos_book.htmlで入手できます。

トラブルシューティングガイド

『Cisco Nexus 5000 Series Troubleshooting Guide』は、http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/
datacenter/nexus5000/sw/troubleshooting/guide/N5K_Troubleshooting_Guide.htmlで入手できます。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は Really Simple Syndication（RSS）フィードとして
購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配

信されるように設定することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、
RSSバージョン 2.0をサポートしています。
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第 1 章

このリリースの新規および変更情報

このリリースの新機能または変更された機能はありません。
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第 2 章

概要

この章の内容は、次のとおりです。

• 概要, 3 ページ

• FCoE初期化プロトコル, 4 ページ

• Data Center Bridging Exchangeプロトコル, 6 ページ

• ロスレスイーサネット, 8 ページ

概要
FCoEを使用すると、物理的なイーサネットリンクを介してファイバチャネルトラフィックをカ
プセル化できます。 FCoEフレームでは固有のイーサタイプが使用されるため、FCoEトラフィッ
クおよび標準イーサネットトラフィックを同一リンクで伝送できます。

従来のイーサネットはベストエフォート型プロトコルです。輻輳が発生した場合、イーサネット

ではパケットが廃棄され、再送信など信頼性を確保するための機能は上位プロトコルに委ねられ

ます。ファイバチャネルトラフィックにはロスレストランスポート層が必要です。データスト

レージプロトコルでは、1つのデータパケットが単独で消失することは認められません。ネイ
ティブファイバチャネルでは、バッファ間クレジットシステムによりトランスポート層にロス

レスサービスが実装されます。

FCoEトラフィックに対しては、イーサネットリンクによりロスレスサービスを実装する必要が
あります。CiscoNexus 5000シリーズスイッチのイーサネットリンクでは、リンクレベルフロー
制御（LL-FC）およびプライオリティフロー制御（PFC）という 2つのメカニズムにより、FCoE
トラフィックのロスレストランスポートが実現されます。

IEEE802.3xリンクレベルフロー制御により、輻輳したレシーバは遠端に信号を発信し、データ送
信を短時間一時停止させます。この一時停止機能はリンク上のすべてのトラフィックに適用され

ます。

プライオリティフロー制御機能は、イーサネットリンク上の特定のトラフィッククラスにポー

ズ機能を適用します。これにより、たとえば FCoEトラフィックに対してはロスレスサービス、
標準イーサネットトラフィックに対してはベストエフォートサービスを実現できます。PFCは、
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（IEEE 802.1pトラフィッククラスを使用して）特定のイーサネットトラフィッククラスに、さ
まざまなレベルのサービスを提供することができます。

Cisco Nexusシリーズスイッチでは、10ギガビットイーサネットインターフェイス上で T11準拠
の FCoEがサポートされています。

FCoE 初期化プロトコル
スイッチでは、FCoE Initialization Protocol（FIP; FCoE初期化プロトコル）により、イーサネット
LANに接続されたFCoE対応エンティティの検出および初期化を実行できます。CiscoNexus 5000
シリーズスイッチでサポートされている FIPには、次の 2つのバージョンがあります。

• FIP：Converged Enhanced Ethernet Data Center Bridging Exchange（CEE-DCBX）プロトコルに
より、T11準拠の Gen-2 CNAがサポートされています。

• Pre-FIP：シスコ、Intel、Nuovaの Data Center Bridging Exchange（CIN-DCBX）プロトコルに
より、Gen-1 CNAがサポートされています。

Cisco Nexus 5000シリーズスイッチは、接続されている CNAの機能を検出したうえで、適切な
FIPモードに切り替わります。

FIP 仮想リンクのインスタンス化
Cisco NX-OS Release 4.1(3)N1(1)では新たに、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチで T11準拠の FIP
がサポートされています。

FIPは、デバイスの検出、初期化、およびリンクのメンテナンスを実行する際に使用されます。
FIPにより、次のプロトコルが実行されます。

• FIP検出：FCoEデバイスがファブリックに接続されている場合、検出要求メッセージが送信
されます。このメッセージに対しては、Fibre Channel Forwarder（FCF;ファイバチャネル
フォワーダ）またはスイッチが、送信要求されたアドバタイズメントで応答します。このア

ドバタイズメントにより、それ以降のログインに使用する FCF MACアドレスが取得されま
す。

• FCoE仮想リンクのインスタンス化：FIPでは、ファブリックログイン（FLOGI）、ファブ
リック検出（FDISC）、ログアウト（LOGO）、および交換リンクパラメータ（ELP）の各
フレーム、およびそれらに対応する応答フレームのカプセル化が定義されています。 FCoE
デバイスでは、これらのメッセージに基づいて、ファブリックログインが実行されます。

• FCoE仮想リンクのメンテナンス：FIPでは、接続が継続的に有効であることを確認するた
め、スイッチと CNAとの間で定期的にメンテナンスメッセージが送信されます。
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FCoE フレームの形式
FCoEは、固有のイーサタイプ 0x8906を持つイーサネットパケットにファイバチャネルフレー
ムをカプセル化することによって実装されます。このパケットには、4ビットのバージョンフィー
ルドがあります。フレーム内のその他のフィールド（送信元MACアドレス、宛先MACアドレ
ス、VLANタグ、およびフレームマーカー）はすべて、標準のイーサネットフィールドです。
予備ビットの追加により、FCoEフレームの長さは IEEE 802.3の最小パケット長である 64バイト
になります。

ファイバチャネルフレームは、36バイトのヘッダーと最大 2,112バイトのデータで構成され、そ
の合計サイズは最大で 2,148バイトになります。カプセル化されたファイバチャネルフレーム
は、標準ヘッダーがすべて含まれているため、追加の修正を施すことなくストレージネットワー

クへ渡すことができます。 FCoEフレームのファイバチャネルフレームを最大に合わせるため、
class-fcoeはデフォルトで 2240バイトのMTUサイズに定義されます。

FCoE フレームの VLAN タギング
スイッチによってアダプタに送信されるイーサネットフレームには、IEEE 802.1Qタグを付加で
きます。このタグには、PFCで使用するサービスクラス（CoS）値用のフィールドが含まれま
す。また、IEEE 802.1Qタグには VLANフィールドも含まれます。

FIPの T11準拠 CNAから送信されるフレームの場合、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは
FCoE VLAN用の VLANタグが付加されているという前提で処理が行われます。タグが正しく付
加されていないフレームは廃棄されます。

pre-FIP CNAから送信されるフレームの場合、スイッチでは FCoE CoS値を持つプライオリティ
タグが付加されているという前提で処理が行われます。ただし、このCNAから送信されるフレー
ムは、タグが付加されていなくても廃棄されません。

FIP イーサネットフレームの形式
FIPは、固有のイーサタイプ 0x8914を持つイーサネットパケットにカプセル化されます。このパ
ケットには、4ビットのバージョンフィールドがあります。またFIPパケットには、送信元MAC
アドレスおよび宛先MACアドレスのほか、FIP動作コードや FIP動作サブコードも含まれていま
す。次の表は、FIP動作コードをまとめたものです。

表 1：FIP 動作コード

FIP 動作FIP サブコードFIP 動作コード

検出要求0x010x0001

検出アドバタイズメント0x02
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FIP 動作FIP サブコードFIP 動作コード

仮想リンクインスタンス化要

求

0x010x0002

仮想リンクインスタンス化応

答

0x02

FIPキープアライブ0x010x0003

FIPクリア仮想リンク0x02

FIP VLAN要求0x010x0004

FIP VLAN通知0x02

Pre-FIP 仮想リンクのインスタンス化
Pre-FIP仮想リンクのインスタンス化は、Data Center Bridging Exchange（DCBX）プロトコルによ
るリンクの検出、およびそれに続くファブリックログインという 2つのフェーズで構成されま
す。

Cisco Nexus 5000シリーズスイッチには、pre-FIPモードで動作するGen-1 CNAに対して下位互換
性があります。

Pre-FIPは、シスコ、Intel、NuovaのData Center Bridging Exchange（CIN-DCBX）プロトコルと
も呼ばれます。

（注）

Data Center Bridging Exchange プロトコル
Data Center Bridging Exchange（DCBX）プロトコルは、Link Layer Discovery Protocol（LLDP）を拡
張したものです。DCBXエンドポイントは、要求およびAcknowledgment（ACK;確認応答）メッ
セージを交換します。柔軟性については、パラメータは TLVフォーマットで符号化されます。

Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでサポートされている DCBXには、次の 2つのバージョンが
あります。

• CEE-DCBX：Converged Enhanced Ethernet DCBXは、すべての T11準拠 Gen-2 CNAでサポー
トされています。

• CIN-DCBX：シスコ、Intel、Nuovaの DCBXは、Gen-1 CNAでサポートされています。
CIN-DCBXを使用すると、リンク検出を始め、さまざまな機能を実行できます。

   Cisco Nexus 5000 シリーズ NX-OS Fibre Channel over Ethernet コンフィギュレーションガイドリリー
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DCBXは、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチと CNAの間の物理イーサネットリンク上で実行
されます。デフォルトでは、DCBXはイーサネットインターフェイスでイネーブルです。イー
サネットインターフェイスがアップすると、スイッチでは CNAとの通信が自動的に開始されま
す。

スイッチと CNAの間で FCoEが通常の動作をしている場合は、DCBXによりリンクエラーの検
出が行われます。

また DCBXは、スイッチと CNAの間で機能についてのネゴシエーションを行い、CNAに設定値
を送信する場合にも使用します。

Cisco Nexus 5000シリーズスイッチに接続された CNAは、スイッチから送信された設定値が適用
されるようにプログラミングされています。これにより、スイッチに接続されたすべてのCNAに
対してスイッチから設定値を配布することが可能で、設定エラーが生じる可能性が低くなるだけ

でなく、CNAの管理が容易になります。

DCBX 機能のネゴシエーション
スイッチとCNAの間では、機能情報および設定値が交換されます。CiscoNexus 5000シリーズス
イッチは次の機能をサポートします。

• FCoE：CNAがFCoE機能をサポートしている場合は、FCoEパケットで使用する IEEE802.1p
CoS値がスイッチにより送信されます。

• Priority Flow Control（PFC;プライオリティフロー制御）：アダプタが PFCをサポートして
いる場合、PFCで使用できる IEEE 802.1p CoS値がスイッチにより送信されます。

•プライオリティグループの Type-Length-Value（TLV）

•イーサネット論理リンクアップおよびダウン信号

• pre-FIP CNA用の FCoE論理リンクアップ/ダウン信号

次のルールによって、ネゴシエーションの後に機能がイネーブルになるかどうか決定されます。

•スイッチと CNAとの間で機能およびその設定値が一致する場合、その機能は有効になりま
す。

•機能は一致するがその設定値が一致しない場合は、次のようになります。

◦スイッチの設定値を受け入れるよう CNAが設定されている場合は、スイッチの値を使
用して機能が有効になります。

◦スイッチの設定値を受け入れるよう CNAが設定されていない場合、機能は無効のまま
です。

• CNAが DCBX機能をサポートしていない場合、その機能は無効のままです。

• CNAが DCBXを実装していない場合、すべての機能は無効のままです。
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Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、アダプタとの PFCネゴシエーションの結果を手動で
上書きする CLIコマンドを使用できます。インターフェイス単位で、機能を強制的にイネー
ブルまたはディセーブルにできます。

（注）

ロスレスイーサネット
標準のイーサネットは、ベストエフォート型のメディアであるため、どのような形のフロー制御

も備えていません。輻輳や衝突が発生した場合、イーサネットではパケットが廃棄されます。失

われたデータの検出および廃棄されたパケットの再送信は、上位プロトコルにより行われます。

ファイバチャネルを適切にサポートできるよう、イーサネットには Priority Flow Control（PFC;プ
ライオリティフロー制御）メカニズムが追加されています。

ローカルリンクのアップ/ダウン
次の拡張モジュールを使用すると、ネイティブファイバチャネルポートを介して、Cisco Nexus
5000シリーズスイッチを他のファイバチャネルデバイスに接続できます。

• N5K-M1404 Cisco Nexus 5000 1000シリーズモジュール 4x10GE 4xFC 4/2/1

• N5K-M1008 Cisco Nexus 5000 1000シリーズモジュール 8xFC 4/2/1

• N5K-M1060 Cisco Nexus 5000 1000シリーズモジュール 6xFC 8/4/2/1

ネイティブファイバチャネルリンクでは、一部の設定アクション（VSANの変更など）で、イ
ンターフェイスステータスをリセットする必要があります。インターフェイスステータスをリ

セットすると、そのインターフェイスはスイッチによりいったん無効化され、その直後に再び有

効化されます。

イーサネットリンクにより FCoEサービスが実装されている場合は、物理リンクをリセットしな
いでください。リセットすると、そのリンク上のすべてのトラフィックが中断されます。

論理リンクアップ/ダウン機能を使用すると、それぞれの仮想リンクを個別にリセットできます。
論理リンクダウンは、FIPクリア仮想リンクメッセージを受けて実行されます。

pre-FIP CNAの場合は、仮想ファイバチャネルインターフェイスだけをリセットするようにCNA
へ要求するための DCBXメッセージがスイッチから送信されます。

論理リンクレベルアップ/ダウン機能をサポートしていない CNAでは、物理リンクがリセッ
トされます。この場合、イーサネットインターフェイスのすべてのトラフィックが中断され

ます。

DCBXベースの FC論理リンクステータスシグナリングは、pre-FIP CNAへの FCoEセッショ
ンにだけ適用されます。

（注）
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統合型ネットワークアダプタ

使用できる CNAには、次のようなタイプがあります。

•ハードウェアアダプタ

◦サーバ内で、既存のファイバチャネル Host Bus Adapter（HBA;ホストバスアダプタ）
ドライバおよびイーサネットNetwork InterfaceCard（NIC;ネットワークインターフェイ
スカード）ドライバとともに動作します。

◦ネットワークのサーバオペレーティングシステム表示は変更されません。CNAはオペ
レーティングシステムに SANインターフェイスおよび LANインターフェイスを提供
します。

• FCoEソフトウェアスタック

◦既存の 10ギガビットイーサネットアダプタで動作します。

Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、次の 2世代の CNAがサポートされています。

• FIPアダプタ：スイッチとの間で FIPを介して、使用可能な機能に関する情報を交換するほ
か、設定可能な値に関するネゴシエーションを行います。

• pre-FIPアダプタ：スイッチとの間で DCBXを介して、使用可能な機能に関する情報を交換
するほか、設定可能な値に関するネゴシエーションを行います。

設定エラーを抑制し管理を容易にするため、スイッチから、接続されているすべてのアダプタへ

設定データが配布されます。

Cisco Nexus 5000 シリーズ NX-OS Fibre Channel over Ethernet コンフィギュレーションガイドリリース
5.2(1)N1(1)    

   OL-27582-01-J 9

概要

統合型ネットワークアダプタ



   Cisco Nexus 5000 シリーズ NX-OS Fibre Channel over Ethernet コンフィギュレーションガイドリリー
ス 5.2(1)N1(1)

10 OL-27582-01-J  

概要

統合型ネットワークアダプタ



第 3 章

FCoE の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• FCoEのライセンス要件, 11 ページ

• FCoEのトポロジ, 12 ページ

• FCoEのベストプラクティス, 15 ページ

• 注意事項および制約事項, 18 ページ

• FCoEの設定, 19 ページ

• FCoE設定の確認, 24 ページ

FCoE のライセンス要件
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、FCoE機能は Storage Protocol Servicesライセンスに含ま
れます。

FCoE機能を使用する前に、次の事柄を確認してください。

•正しいライセンス（N5010SSまたは N5020SS）がインストールされていること。

•コンフィギュレーションモードで feature fcoeコマンドを入力することにより、スイッチ上
で FCoEがアクティブになっていること。
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FCoE のトポロジ

直接接続された CNA のトポロジ
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチは、次の図のように Fibre Channel Forwarder（FCF;ファイバ
チャネルフォワーダ）として配置できます。

図 1：直接接続された FCF

FCFが FCoEノード（ENode）と他の FCFとの間の中継に使用されないようにするため、FIPフ
レームは次のルールに従って処理されます。この処理により、異なるファブリック内のENodeと
FCFとの間のログインセッションも回避されます。

• CNAから受信された FIPの送信要求フレームおよびログインフレームは FCFにより処理さ
れ、転送されません。

• FCFが他のFCFからインターフェイスを介して送信要求およびアドバタイズメントを受信す
ると、次のような処理が実行されます。

◦フレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致する（FCFが同一のファブリック
内にある）場合、これらのフレームは無視され、廃棄されます。

◦ FIPフレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致しない（FCFが異なるファブ
リック内にある）場合、インターフェイスが「FCoE孤立」状態になります。
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中継用の Cisco Nexus 5000シリーズ FCFを経由した場合に限って到達可能な FCFについては、
CNAから検出することもログインすることもできません。ハードウェアの制約上、Cisco Nexus
5000シリーズスイッチでは、CNAと他の FCFとの間の FCoE中継機能は実行できません。

Cisco Nexus 5000シリーズ FCFでは FCoE中継機能が実行できないため、FCoE VLANのアクティ
ブな STPパスが必ず CNAと FCFの間の直接接続されたリンクを経由するようにネットワークト
ポロジを設計する必要があります。 FCoE VLANは、直接接続されたリンクに対してだけ設定す
るようにしてください。

リモート接続された CNA のトポロジ
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチは、次の図のようにリモート接続された CNAに対する FCF
としては配置できますが、FIPスヌーピングブリッジとしては配置できません。

図 2：リモート接続された FCF

FCFが ENodeと他の FCFとの間の中継に使用されないようにするため、FIPフレームは次のルー
ルに従って処理されます。この処理により、異なるファブリック内の ENodeと FCFとの間のロ
グインセッションも回避されます。

• CNAから受信された FIPの送信要求フレームおよびログインフレームは FCFにより処理さ
れ、転送されません。
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• FCFが他のFCFからインターフェイスを介して送信要求およびアドバタイズメントを受信す
ると、次のような処理が実行されます。

◦フレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致する（FCFが同一のファブリック
内にある）場合、これらのフレームは無視され、廃棄されます。

◦ FIPフレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致しない（FCFが異なるファブ
リック内にある）場合、インターフェイスが「FCoE孤立」状態になります。

Cisco Nexus 5000シリーズ FCFでは FCoE中継機能が実行できないため、FCoE VLANのアクティ
ブな STPパスが必ず CNAと FCFの間の直接接続されたリンクを経由するようにネットワークト
ポロジを設計する必要があります。 FCoE VLANは、直接接続されたリンクに対してだけ設定す
るようにしてください。
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FCoE のベストプラクティス

直接接続された CNA のベストプラクティス
次の図は、直接接続された CNAと Cisco Nexus 5000シリーズスイッチを使用したアクセスネッ
トワークのベストプラクティストポロジを示したものです。

図 3：直接接続された CNA

上図の配置トポロジに対する設定のベストプラクティスは次のとおりです。

1 SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN1用にVLAN1002、
VSAN 2用に VLAN 1003など）。Multiple Spanning Tree（MST;多重スパニングツリー）を有
効にした場合は、FCoEVLANに対して別個のMSTインスタンスを使用する必要があります。

2 Unified Fabric（UF;ユニファイドファブリック）リンクをトランクポートとして設定する必要
があります。ネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定しないでください。仮想ファイバ
チャネルインターフェイスの VF_Portトランキングおよび VSAN管理を拡張できるよう、す
べての FCoE VLANを UFリンクのメンバとして設定する必要があります。
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イーサネットトラフィックおよびFCoEトラフィックはどちらも、統合ワイヤにより伝送され
ます。

（注）

3 UFリンクをスパニングツリーエッジポートとして設定する必要があります。

4 FCoEトラフィックの伝送用として指定されていないイーサネットリンクのメンバとしてFCoE
VLANを設定しないでください。これは、FCoE VLANに使用する STPのスコープを UFリン
クに限定する必要があるためです。

5 LANの代替パス用に（同一または別の SANファブリックにある）統合アクセススイッチを
イーサネットリンク経由で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoE VLANをメン
バーシップから除外することを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要があります。

この設定により、FCoE VLANに使用する STPのスコープが UFリンクに限定されます。

6 SAN-Aおよび SAN-Bの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用する必要があり
ます。

直接接続されたトポロジでは、すべての Gen-1（pre-FIP）CNAおよび Gen-2（FIP）CNAがサ
ポートされています。

（注）
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リモート接続された CNA のベストプラクティス
次の図は、リモート接続された CNAと Cisco Nexus 5000シリーズスイッチを使用したアクセス
ネットワークのベストプラクティストポロジを示したものです。

図 4：リモート接続された CNA

上図の配置トポロジに対する設定のベストプラクティスは次のとおりです。

1 SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN1用にVLAN1002、
VSAN2用にVLAN1003など）。MSTを有効にした場合は、FCoEVLANに対して別個のMST
インスタンスを使用する必要があります。

2 Unified Fabric（UF;ユニファイドファブリック）リンクをトランクポートとして設定する必要
があります。ネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定しないでください。仮想ファイバ
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チャネルインターフェイスの VF_Portトランキングおよび VSAN管理を拡張できるよう、す
べての FCoE VLANを UFリンクのメンバとして設定する必要があります。

イーサネットトラフィックおよび FCoEトラフィックはどちらも、ユニファイドファブリッ
クリンクにより伝送されます。

（注）

3 CNAおよびブレードスイッチを、スパニングツリーエッジポートとして設定する必要があり
ます。

4 新しいリンクやブレードスイッチのプロビジョニングなど、さまざまなイベントに伴って実行

されるSTPの再コンバージェンスの際に障害が発生しないよう、各ブレードスイッチは、（で
きれば EtherChannelを介して）ただ 1つのCisco Nexus 5000シリーズ統合アクセススイッチに
接続される必要があります。

5 Cisco Nexus 5000シリーズ統合アクセススイッチには、それに接続されているブレードスイッ
チよりも高い STPプライオリティを設定する必要があります。そうすることで、統合アクセ
ススイッチがスパニングツリーのルートであり、かつそれに接続されているすべてのブレード

スイッチがダウンストリームノードとなるような FCoEVLANのアイランドを作成できます。

6 FCoEトラフィックの伝送用として指定されていないイーサネットリンクのメンバとしてFCoE
VLANを設定しないでください。これは、FCoE VLANに使用する STPのスコープを UFリン
クに限定する必要があるためです。

7 LANの代替パス用に、統合アクセススイッチやブレードスイッチをイーサネットリンク経由
で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoE VLANをメンバーシップから除外するこ
とを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要があります。これにより、FCoE VLAN
に使用する STPのスコープが UFリンクに限定されます。

8 SAN-Aおよび SAN-Bの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用する必要があり
ます。

リモート接続されたトポロジは、Gen-2（FIP）CNAに限ってサポートされます。（注）

注意事項および制約事項
FCoEには、次の注意事項と制限事項があります。

• Nexus 5000シリーズの FCoEでは、Gen-1（pre-FIP）CNAおよびGen-2（FIP）CNAがサポー
トされています。 Nexus 2232PPファブリックエクステンダの FCoEでは、Gen-2 CNAに限
りサポートされています。

• VLAN 1での FCoEのイネーブル化はサポートされていません。
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•ファブリックエクステンダのアクティブ-アクティブトポロジに属する 2つのスイッチに接
続されたファブリックエクステンダのインターフェイスおよびポートチャネル上では、FCoE
はサポートされていません。

•同一のファブリックエクステンダに対して、ストレート型とアクティブ-アクティブを組み
合わせたトポロジはサポートされていません。

• Nexus 5000シリーズのポートチャネルおよび、複数のインターフェイスが設定されたファブ
リックエクステンダのインターフェイス上では、直接接続 FCoE（つまりバインドインター
フェイスを介してCNAに直接接続されたFCoE）はサポートされていません。単一リンクを
持つポートチャネル上では、直接接続 FCoEがサポートされています。これにより、1つの
10GBリンクを持つ Virtual Port Channels（vPC;仮想ポートチャネル）を介して各アップスト
リームスイッチ/ファブリックエクステンダに接続された CNAからの FCoEを実現できま
す。

FCoEのデフォルトのQuality of Service（QoS）ポリシーの説明については、『Cisco Nexus 5000
Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide』（使用しているNexusソフトウェアリリー
ス版）を参照してください。このマニュアルの入手可能なバージョンは、次の URLからダウ
ンロードできます。http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/products_installation_and_
configuration_guides_list.html

（注）

FCoE の設定

FCoE の有効化
スイッチ上で FCoEをイネーブルにできますが、VLAN 1での FCoEのイネーブル化はサポートさ
れていません。
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Cisco Nexus 5000シリーズスイッチのファイバチャネル機能はすべて、FCプラグインにパッ
ケージ化されています。 FCoEを有効にすると、スイッチソフトウェアにより
FC_FEATURES_PKGライセンスのチェックが行われます。ライセンスが検出されると、ソフ
トウェアによりプラグインがロードされます。ライセンスが検出されない場合は、180日の猶
予期間が設定されたプラグインがロードされます。

FCプラグインのロード後は、次の 2つが使用可能となります。

（注）

•ファイバチャネルおよび FCoEに関するすべての CLI。

•インストールされている拡張モジュールのファイバチャネルインターフェイス。

180日が経過すると、有効なライセンスが消失し、FCプラグインは無効となります。スイッ
チの次回リブート時に、すべての FCoEコマンドが CLIから削除され、FCoE設定が消去され
ます。

はじめる前に

FC_FEATURES_PKG（N5010SSまたはN5020SS）ライセンスがインストールされていることが必
要です。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# feature fcoe

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

FCoE機能をイネーブルにします。switch(config)# feature fcoeステップ 2   

次に、スイッチの FCoEをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature fcoe

FCoE の無効化
FCoEを無効にすると、すべてのFCoEコマンドがCLIから削除され、FCoE設定が消去されます。
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手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no feature fcoe

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

FCoE機能を無効にします。switch(config)# no feature fcoeステップ 2   

次の例は、スイッチの FCoEを無効にする方法を示したものです。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature fcoe

FCoE リンクの LAN トラフィックの無効化
FCoEリンクの LANトラフィックを無効にできます。

DCBXを使用すると、スイッチから、直接接続された CNAへ LAN Logical Link Status（LLS;論理
リンクステータス）メッセージを送信できます。LLS-DownメッセージをCNAに送信するには、
shutdown lanコマンドを入力します。このコマンドにより、インターフェイスのVLANのうち、
FCoEに対応していないすべての VLANをダウンできます。インターフェイスの VLANのうち
FCoEに対応している VLANでは、中断されることなくそのまま SANトラフィックを伝送できま
す。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface ethernet slot/port
3. switch(config-if)# shutdown lan
4. （任意） switch(config-if)# no shutdown lan

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface ethernet
slot/port

ステップ 2   

インターフェイス上のイーサネットトラフィックをシャット

ダウンします。インターフェイスが FCoE VLANの一部であ
switch(config-if)# shutdown lanステップ 3   

る場合は、シャットダウンを実行しても、その FCoEトラ
フィックに影響はありません。

（任意）

インターフェイス上のイーサネットトラフィックを再び有効

にします。

switch(config-if)# no shutdown lanステップ 4   

FC-Map の設定
対象となるCisco Nexus 5000シリーズスイッチのファイバチャネルファブリックを識別するため
の FC-Mapを設定することにより、ファブリック間の通信に伴うデータの破損を防ぐことができ
ます。FC-Mapが設定されると、現在のファブリックの一部ではないMACアドレスがスイッチに
よって廃棄されます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcmap fabric-map
3. （任意） switch(config)# no fcoe fcmap fabric-map

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

グローバル FC-Mapを設定します。デフォルト値は、
0E.FC.00です。有効な範囲は、0E.FC.00～ 0E.FC.FFで
す。

switch(config)# fcoe fcmap fabric-mapステップ 2   

（任意）

グローバルFC-Mapをデフォルト値の0E.FC.00にリセッ
トします。

switch(config)# no fcoe fcmap fabric-mapステップ 3   
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次に示すのは、グローバル FC-Mapの設定例です。
switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcmap 0e.fc.2a

ファブリックプライオリティの設定

CiscoNexus5000シリーズスイッチは、自身のプライオリティをアドバタイズします。ファブリッ
ク内の CNAでは、このプライオリティを基に、接続先として最適なスイッチが決定されます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcf-priority fabric-priority
3. （任意） switch(config)# no fcoe fcf-priority fabric-priority

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

グローバルファブリックプライオリティを設定します。

デフォルト値は 128です。有効な範囲は、0（高い）～
255（低い）です。

switch(config)# fcoe fcf-priority
fabric-priority

ステップ 2   

（任意）

グローバルファブリックプライオリティをデフォルト値

である 128にリセットします。

switch(config)# no fcoe fcf-priority
fabric-priority

ステップ 3   

次に示すのは、グローバルファブリックプライオリティの設定例です。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcf-priority 42

アドバタイズメント間隔の設定

スイッチ上で、ファイバチャネルファブリックのアドバタイズメント間隔を設定できます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fka-adv-period inverval
3. （任意） switch(config)# no fcoe fka-adv-period interval
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定します。

デフォルト値は8秒です。有効な範囲は4～60秒です。
switch(config)# fcoe fka-adv-period
inverval

ステップ 2   

（任意）

ファブリックのアドバタイズメント間隔を、デフォルト

値の 8秒にリセットします。

switch(config)# no fcoe fka-adv-period
interval

ステップ 3   

次の例は、ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fka-adv-period 42

FCoE 設定の確認
FCoEの設定情報を確認するには、次のうちいずれかの作業を行います。

目的コマンド

FCoEがスイッチでイネーブルになっているか
どうかを表示します。

switch# show fcoe

FCoEデータベースの内容を表示します。switch# show fcoe database

個々のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイスに関するFCoE設定を表示します。
switch# show interface [interface number] fcoe

次の例は、FCoE機能が有効になっているかどうかを確認する方法を示したものです。
switch# show fcoe
Global FCF details

FCF-MAC is 00:0d:ec:6d:95:00
FC-MAP is 0e:fc:00
FCF Priority is 128
FKA Advertisement period for FCF is 8 seconds

次に、FCoEデータベースを表示する例を示します。
switch# show fcoe database
-------------------------------------------------------------------------------
INTERFACE FCID PORT NAME MAC ADDRESS
-------------------------------------------------------------------------------
vfc3 0x490100 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8 00:c0:dd:0e:5f:76
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次の例は、あるインターフェイスの FCoE設定を表示する方法を示したものです。
switch# show interface ethernet 1/37 fcoe
Ethernet1/37 is FCoE UP

vfc3 is Up
FCID is 0x490100
PWWN is 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8
MAC addr is 00:c0:dd:0e:5f:76
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第 4 章

FCoE の VLAN および仮想インターフェイス
の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 仮想インターフェイスの概要, 27 ページ

• FCoE VLANおよび仮想インターフェイスに関する注意事項, 28 ページ

• 仮想インターフェイスの設定, 29 ページ

• 仮想インターフェイスの確認 , 33 ページ

• VSANから VLANへのマッピングの設定例 , 35 ページ

• FCoE over Enhanced vPC, 36 ページ

• vPCでの SANブート, 39 ページ

仮想インターフェイスの概要
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）がサポートされてい
ます。これにより、スイッチとサーバの間の同じ物理イーサネット接続上でファイバチャネルお

よびイーサネットトラフィックを伝送できます。

FCoEのファイバチャネル部分は、仮想ファイバチャネルインターフェイスとして設定されま
す。論理ファイバチャネル機能（インターフェイスモードなど）は、仮想ファイバチャネルイ

ンターフェイスで設定できます。

仮想ファイバチャネルインターフェイスは、いずれかのインターフェイスにバインドしたうえで

使用する必要があります。バインド先は、CNAがCiscoNexus 5000シリーズスイッチに直接接続
されている場合は物理イーサネットインターフェイス、CNAがレイヤ2ブリッジにリモート接続
されている場合はMACアドレス、CNAがvPCを介してFCFに接続されている場合はEtherChannel
となります。

Cisco Nexus 5000 シリーズ NX-OS Fibre Channel over Ethernet コンフィギュレーションガイドリリース
5.2(1)N1(1)    

    OL-27582-01-J 27



FCoE VLAN および仮想インターフェイスに関する注意事
項

FCoEVLANおよび仮想ファイバチャネル（vFC）インターフェイスの設定時は、次の注意事項に
従ってください。

•それぞれのvFCインターフェイスは、FCoE対応イーサネットインターフェイス、EtherChannel
インターフェイス、またはリモート接続されたアダプタのMACアドレスにバインドする必
要があります。 FCoEは、10ギガビットイーサネットインターフェイスでサポートされま
す。

vFCインターフェイスにバインドするイーサネットインターフェイスまたは EtherChannelイ
ンターフェイスは、次のように設定する必要があります。

◦イーサネットまたはEtherChannelインターフェイスは、トランクポートにする必要があ
ります（switchport mode trunkコマンドを使用）。

◦ vFCの VSANに対応する FCoE VLANは、許可 VLANリストに含まれている必要があ
ります。

◦ FCoE VLANをトランクポートのネイティブ VLANとして設定しないでください。

トランク上のデフォルトのVLANはネイティブVLANです。タグなしフレー
ムはいずれも、ネイティブVLANトラフィックとしてトランクを通過します。

（注）

◦ FCoEには FCoE VLANだけを使用する必要があります。

◦デフォルト VLANの VLAN1を FCoE VLANとして使用しないでください。

◦イーサネットインターフェイスは、PortFastとして設定する必要があります
（spanning-tree port type edge trunkコマンドを使用）。

スイッチインターフェイスのトランキングが有効に設定されている場合でも、

サーバインターフェイスにトランキングを設定する必要はありません。サー

バから送信される FCoE以外のトラフィックはすべて、ネイティブ VLAN上
を通過します。

（注）

• vFCインターフェイスは、FIPスヌーピングブリッジに接続された複数のメンバポートを持
つイーサネットポートチャネルにバインドできます。

•各 vFCインターフェイスは、ただ 1つの VSANに対応付けられます。

• vFCインターフェイスに関連付けられたVSANは、専用の FCoE対応VLANにマッピングす
る必要があります。
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•プライベート VLANでは、FCoEはサポートされません。

• LANの代替パス用に（同一または別の SANファブリックにある）統合アクセススイッチを
イーサネットリンク経由で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoE VLANをメン
バーシップから除外することを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要がありま

す。

• SAN-Aおよび SAN-Bの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用する必要があ
ります。

• vPCを介した pre-FIP CNAへの FCoE接続はサポートされていません。

仮想インターフェイスは、管理状態がダウンに設定された状態で作成されます。仮想インター

フェイスを動作させるためには、管理状態を明示的に設定する必要があります。

（注）

仮想インターフェイスの設定

VSAN から VLAN へのマッピング
SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合ア
クセススイッチには一意の専用 VLANを設定する必要があります（VSAN 1用に VLAN 1002、
VSAN 2用に VLAN 1003など）。MSTが有効に設定されている場合、FCoE VLANには別個の
MSTインスタンスを使用する必要があります。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vlan vlan-id
3. switch(config-vlan)# fcoe [vsan vsan-id]
4. switch(config-vlan)# exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

VLANコンフィギュレーションモードを開始します。 VLAN
番号の有効範囲は 1～ 4,096です。

switch(config)# vlan vlan-idステップ 2   

指定された VLANで FCoEをイネーブルにします。 VSAN番
号を指定しない場合は、対象の VLANから番号が同じ VSAN
へマッピングが作成されます。

switch(config-vlan)# fcoe [vsan
vsan-id]

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

対象のVLANから指定したVSANへのマッピングを設定しま
す。

VLANコンフィギュレーションモードを終了します。switch(config-vlan)# exitステップ 4   

次の例は、VLAN 200を VSAN 2にマッピングする方法を示したものです。
switch(config)# vlan 200
switch(config-vlan)# fcoe vsan 2

仮想ファイバチャネルインターフェイスの作成

仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成できます。仮想ファイバチャネルインターフェ

イスは、いずれかの物理インターフェイスにバインドしたうえで使用する必要があります。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface vfc vfc-id
3. switch(config-if)# bind {interface {ethernet slot/port | port-channel channel-number} |mac-address

MAC-address}
4. （任意） switch(config-if)# no bind {interface {ethernet slot/port | port-channel channel-number}

|mac-addressMAC-address}
5. （任意） switch(config)# no interface vfc vfc-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

仮想ファイバチャネルインターフェイスがまだ存在して

いない場合、それを作成し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface vfc vfc-idステップ 2   

仮想ファイバチャネルインターフェイス IDの有効範囲
は、1～ 8192です。

指定されたインターフェイスに仮想ファイバチャネルイ

ンターフェイスをバインドします。

switch(config-if)# bind {interface {ethernet
slot/port | port-channel channel-number} |
mac-addressMAC-address}

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

指定されたインターフェイスに対する仮想ファイバチャ

ネルインターフェイスのバインドを解除します。

switch(config-if)# no bind {interface
{ethernet slot/port | port-channel
channel-number} |mac-address
MAC-address}

ステップ 4   

（任意）

仮想ファイバチャネルインターフェイスを削除します。

switch(config)# no interface vfc vfc-idステップ 5   

次の例は、イーサネットインターフェイスに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバイン

ドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

次の例は、Nexus 2232PPファブリックエクステンダイーサネットインターフェイスに仮想ファ
イバチャネルインターフェイスをバインドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 1001
switch(config-if)# bind interface ethernet 100/1/1

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスをバインドして vPCを作成する方法を示し
たものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 3
switch(config-if)# bind interface port-channel 1

次の例は、Nexus 2232PPファブリックエクステンダ上の仮想ファイバチャネルインターフェイ
スをバインドして vPCを作成する方法を示したものです。
switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 1001
switch(config-if)# bind interface ethernet 100/1/1

FCoEをサポートしていないNexusファブリックエクステンダにインターフェイスをバインド
しようとすると、エラーメッセージが表示されます。

（注）

次の例は、MACアドレスに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバインドする方法を示し
たものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 2
switch(config-if)# bind mac-address 00:0a:00:00:00:36
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次の例は、Nexus 2232PPファブリックエクステンダのMACアドレスに仮想ファイバチャネルイ
ンターフェイスをバインドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 1001
switch(config-if)# bind mac-address 00:01:0b:00:00:02

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを削除する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# no interface vfc 4

仮想ファイバチャネルインターフェイスと VSAN との関連付け
SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合ア
クセススイッチには一意の専用 VLANを設定する必要があります（VSAN 1用に VLAN 1002、
VSAN 2用に VLAN 1003など）。MSTが有効に設定されている場合、FCoE VLANには別個の
MSTインスタンスを使用する必要があります。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vsan database
3. switch(config-vsan)# vsan vsan-id interface vfc vfc-id
4. （任意） switch(config-vsan)# no vsan vsan-id interface vfc vfc-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

VSANコンフィギュレーションモードを開始します。switch(config)# vsan databaseステップ 2   

VSANと仮想ファイバチャネルインターフェイスの関連付
けを設定します。

switch(config-vsan)# vsan vsan-id
interface vfc vfc-id

ステップ 3   

VSAN番号は、仮想ファイバチャネルインターフェイスに
バインドされた物理イーサネットインターフェイスの上の

VLANにマッピングする必要があります。

（任意）

VSANと仮想ファイバチャネルインターフェイスの関連付
けを解除します。

switch(config-vsan)# no vsan vsan-id
interface vfc vfc-id

ステップ 4   
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次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付ける方法を示したもので
す。

switch# configure terminal
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan)# vsan 2 interface vfc 4

仮想インターフェイスの確認
仮想インターフェイスに関する設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

指定されたファイバチャネルインターフェイ

スの詳細な設定を表示します。

switch# show interface vfc vfc-id

すべてのインターフェイスのステータスが表示

されます。

switch# show interface brief

FCoE VLANから VSANへのマッピングを表示
します。

switch# show vlan fcoe

次の例は、イーサネットインターフェイスにバインドされた仮想ファイバチャネルインターフェ

イスを表示する方法を示したものです。

switch# show interface vfc 3
vfc3 is up

Bound interface is Ethernet1/37
Hardware is Virtual Fibre Channel
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0x490100
Port vsan is 931
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
0 frames input, 0 bytes
0 discards, 0 errors

0 frames output, 0 bytes
0 discards, 0 errors

Interface last changed at Thu May 21 04:44:42 2009
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次の例は、MACアドレスにバインドされた仮想ファイバチャネルインターフェイスを表示する
方法を示したものです。

switch# show interface vfc 1001
vfc1001 is down

Bound MAC is 00:0a:00:00:00:01
Hardware is Virtual Fibre Channel
Port WWN is 23:e8:00:0d:ec:6d:95:3f
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port vsan is 901
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
0 frames input, 0 bytes
0 discards, 0 errors

0 frames output, 0 bytes
0 discards, 0 errors

次の例は、スイッチ上のすべてのインターフェイスのステータスを表示する方法を示したもので

す（簡略化のため、出力の一部は省略）。

switch# show interface brief
-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel
Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------
fc3/1 1 auto on trunking swl TE 2 --
fc3/2 1 auto on sfpAbsent -- -- --
...
fc3/8 1 auto on sfpAbsent -- -- --
-------------------------------------------------------------------------------
Interface Status IP Address Speed MTU Port

Channel
-------------------------------------------------------------------------------
Ethernet1/1 hwFailure -- -- 1500 --
Ethernet1/2 hwFailure -- -- 1500 --
Ethernet1/3 up -- 10000 1500 --
...
Ethernet1/39 sfpIsAbsen -- -- 1500 --
Ethernet1/40 sfpIsAbsen -- -- 1500 --
-------------------------------------------------------------------------------
Interface Status IP Address Speed MTU
-------------------------------------------------------------------------------
mgmt0 up 172.16.24.41 100 1500
-------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel
Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------
vfc 1 1 F -- down -- -- --
...

次の例は、スイッチにおけるVLANとVSANとのマッピングを表示する方法を示したものです。
switch# show vlan fcoe
VLAN VSAN Status
-------- -------- --------
15 15 Operational
20 20 Operational
25 25 Operational
30 30 Non-operational
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VSAN から VLAN へのマッピングの設定例
次に示すのは、FCoE VLANおよび仮想ファイバチャネルインターフェイスの設定例です。

手順の概要

1. 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。
2. 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
3. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイ
スにバインドします。

4. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。
5. （任意）VSANのメンバーシップ情報を表示します。
6. （任意）仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示しま
す。

手順の詳細

ステップ 1 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。
switch(config)# vlan 200
switch(config-vlan)# fcoe vsan 2
switch(config-vlan)# exit

ステップ 2 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# spanning-tree port type edge trunk
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1,200
switch(config-if)# exit

ステップ 3 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイスにバイン

ドします。
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4
switch(config-if)# exit

デフォルトでは、仮想ファイバチャネルインターフェイスはすべて VSAN 1上に存在します。
VLANから VSANへのマッピングを VSAN 1以外の VSANに対して行う場合は、ステップ 4へ
進みます。

（注）

ステップ 4 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan)# vsan 2 interface vfc 4
switch(config-vsan)# exit
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ステップ 5 （任意）VSANのメンバーシップ情報を表示します。
switch# show vsan 2 membership
vsan 2 interfaces

vfc 4

ステップ 6 （任意）仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示します。
switch# show interface vfc 4

vfc4 is up
Bound interface is Ethernet1/4
Hardware is Virtual Fibre Channel
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
APort WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0x490100
Port vsan is 931
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
0 frames input, 0 bytes 0 discards, 0 errors
0 frames output, 0 bytes 0 discards, 0 errors
Interface last changed at Thu Mar 11 04:44:42 2010

FCoE over Enhanced vPC
イーサネットトラフィックは拡張 vPCトポロジの FEXとスイッチペアの間のデュアルホームで
すが、SAN分離を維持するために FCoEトラフィックはシングルホームである必要があります。
したがって、拡張 vPCは FCoEをサポートしますが、シングルホーム FEXトポロジは SAN分離
および高い FCoE帯域幅が必要な場合に、より適しています。

シングルホームトポロジに対する拡張 vPCの次の欠点を考慮してください。

•一般的なSANネットワークでは、トラフィックが分離された状態で2つのファブリックSAN
Aと SAN Bが維持されます。イーサネットトラフィックは各 FEXと両方のスイッチの間の
デュアルホームですが、拡張 vPCトポロジでは、1つの FEXからの FCoEトラフィックが 1
つのスイッチだけに送信されるように、各スイッチを FEXと組み合わせる必要があります
（シングルホーム）。イーサネットトラフィックは両方のスイッチを経由しますが、FEX
からの FCoEトラフィックは 1つのスイッチのみを経由するため、FEXアップリンクのトラ
フィック負荷は均等に分散されません。

• 8つのアップリンクポートの FEXではイーサネットトラフィックは 8つのすべてのポート
を使用できますが、シングルホーム FCoEトラフィックではこれらのポートの 4つのみを使
用するように、このトポロジにより制限されます。これにより、FCoEに使用できる最大帯
域幅が制限されます。さらに制限として、共有リンクのデフォルト QoSテンプレートは、
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リンク帯域幅の半分のみを FCoEトラフィックに、残りの半分をイーサネットトラフィック
に割り当てます。

• FCoEの拡張 vPCトポロジでは、ホストの vPCは 2つのポート、1つのポートは各 FEXに制
限されます。

次のネットワーク図に、それぞれが別のNexus5000スイッチに関連付けられた、2台のNexus2000
ファブリックエクステンダを使用したシステムでの FCoEトラフィックフローを示します。

図 5：FCoE over Enhanced vPC

FCoE over Enhanced vPC の設定
SAN分離を維持するには、FCoEトラフィックはシングルホームである必要があります。最初に
FEXを 1つのスイッチにのみ関連付ける必要があります。 FEXとスイッチが関連付けられている
場合、仮想ファイバチャネル（vFC）インターフェイスを作成し、ポートにバインドできます。

最初のピアの FEXとスイッチを組み合わせた後、別のポート番号を使用して 2番目のピアで設定
を繰り返し、SANトラフィック分離を確認します。拡張 vPC設定の FCoE部分には vPCの整合
性検査が適用されないため、別の設定により整合性のエラーは発生しません。

はじめる前に

制約事項を確認します（FCoE over Enhanced vPC, （36ページ））。
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手順の概要

1. configure terminal
2. fex fex-chassis_ID
3. fcoe
4. interface vfc vfc-id
5. bind interface ethernet [fex-chassis-ID/]slot/port
6. no shutdown
7. （任意） end
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定された FEXのコンフィギュレーションモードを開始
します。

fex fex-chassis_ID

例：
switch(config) # fex 101
switch(config-fex) #

ステップ 2   

fex-chassis_IDの範囲は 100～ 199です。

このスイッチにのみFCoEトラフィックを送信するように
FEXを設定します。

fcoe

例：
switch(config-fex) # fcoe
switch(config-fex) #

ステップ 3   

仮想ファイバチャネルインターフェイスのコンフィギュ

レーションモードを開始します。インターフェイスがま

interface vfc vfc-id

例：
switch(config-fex) # interface vfc 1
switch(config-if) #

ステップ 4   

だ存在していない場合、このコマンドは、そのインター

フェイスも作成します。

vfc-idの範囲は 1～ 8192です。

指定された物理イーサネットインターフェイスに vFCイ
ンターフェイスをバインドします。

bind interface ethernet
[fex-chassis-ID/]slot/port

例：
switch(config-if) # bind interface
ethernet 101/1/1
switch(config-if) #

ステップ 5   

fex-chassis_IDの範囲は 100～ 199です。 Cisco Nexus 5000
プラットフォームでは、slotは 1である必要があります。
FCoEでは、portの範囲は 1～ 32です。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトの動作ステートにインターフェイスを戻しま

す。

no shutdown

例：
switch(config-if) # no shutdown
switch(config-if) #

ステップ 6   

（任意）

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
switch(config-if) # end
switch#

ステップ 7   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、FCoEトラフィック用スイッチに各 FEXを組み合わせる例を示します。
nexus5000-sanA# configure terminal
nexus5000-sanA(config) # fex 101
nexus5000-sanA(config-fex) # fcoe
nexus5000-sanA(config-fex) # interface vfc 1
nexus5000-sanA(config-if) # bind interface ethernet 101/1/1
nexus5000-sanA(config-if) #no shutdown
nexus5000-sanA(config-if) # end
nexus5000-sanA# copy running-config startup-config
nexus5000-sanA#

nexus5000-sanB# configure terminal
nexus5000-sanB(config) # fex 102
nexus5000-sanB(config-fex) # fcoe
nexus5000-sanB(config-fex) # interface vfc 1
nexus5000-sanB(config-if) # bind interface ethernet 102/1/1
nexus5000-sanB(config-if) #no shutdown
nexus5000-sanB(config-if) # end
nexus5000-sanB# copy running-config startup-config
nexus5000-sanB#

vPC での SAN ブート
次の条件を満たせば、Cisco Nexusシリーズスイッチで SANブートを使用できます。

• vPCに割り当てられたポートを含む Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダ
（FEX）を Nexusスイッチと関連付ける必要があります。

• 1つの VFCインターフェイスだけ vPCメンバにバインドされます。複数のメンバに複数の
インターフェイスをバインドすることはできません。
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以前のすべての設定およびサポートされるトポロジの下位互換性を確保する場合は、vPC拡張
を使用しないストレート型 FEXトポロジで FEXを設定する必要があります。

（注）

vPC での SAN ブートの設定例
この例では、仮想ファイバチャネルインターフェイス 1は、ファブリックAの物理イーサネット
インターフェイス 101/1/1およびファブリック Bのインターフェイス 102/1/1にバインドされま
す。インターフェイスは、両方のファブリックの仮想ポートチャネル 1にも関連付けられます。
nexus5000-sanA(config) # interface vfc 1
nexus5000-sanA(config-if) # bind interface eth 101/1/1
nexus5000-sanA(config) # interface eth 101/1/1
nexus5000-sanA(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5000-sanA(config-if) # interface port-channel 1
nexus5000-sanA(config-if) # vpc 1
nexus5000-sanA(config-if) #

nexus5000-sanB(config) # interface vfc 1
nexus5000-sanB(config-if) # bind interface eth 102/1/1
nexus5000-sanB(config) # interface eth 102/1/1
nexus5000-sanB(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5000-sanB(config-if) # interface port-channel 1
nexus5000-sanB(config-if) # vpc 1
nexus5000-sanB(config-if) #
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第 5 章

Cisco Adapter FEX with FCoEの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 概要, 41 ページ

• 注意事項と制限, 41 ページ

• Cisco Adapter FEX with FCoEの設定, 42 ページ

概要
Cisco Adapter FEX with FCoE機能を使用すると、Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクス
テンダ（FEX）へのFCoE接続を作成し、仮想インターフェイスカード（VIC）アダプタによって
サーバへの FCoE接続を確立できます。

たとえば、この機能を使用して Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードを含む Cisco UCS C
シリーズラックマウントサーバに Nexusスイッチを接続したり、Broadcom BCM57712コンバー
ジェンスのネットワークインターフェイスカード（C-NIC）がインストールされているサード
パーティ製サーバに接続したりすることができます。

スイッチは仮想ポートチャネル（vPC）経由で FEXに接続し、FEXは FEXと VICアダプタ間の
標準 FCoEリンクを使用してサーバに接続します。

注意事項と制限
拡張 vPCを使用する場合は、FEXを、FCoE転送の 1つの Nexus 5000ファブリックだけに関連付
けることができます。

FabricPathを使用する場合は、FCoEトラフィックの専用リンクを使用する必要があります。

Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード（VIC）付きの Cisco UCS Cシリーズラックマウン
トサーバを使用する場合は、次のとおりです。
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• VICをネットワークインターフェイス仮想化（NIV）モードで設定する必要があります。こ
れにより、2つの統合ポートが仮想ホストバスアダプタ（vHBA）としてシステムに表示さ
れます。

• VNPポートを介して VICを FEXに接続することはできません。このタイプの接続を使用す
る場合は、NIVモードを VICでイネーブルにすることはできません。

• Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバ上の NICモードは、active-standbyに設定する
必要があります。

Cisco Adapter FEX with FCoEの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. install feature-set virtualization
3. feature-set virtualization
4. fex fex-chassis-ID
5. fcoe
6. interface ethernet [fex-chassis-ID/]slot/port
7. switchport mode vntag
8. interface vethernet veth-id
9. bind interface ethernet [fex-chassis-ID/]slot/port channel channel-no
10. switchport mode {trunk|access}
11. （任意） switchport trunk allowed vlan vlan-ID
12. （任意） switchport access vlan vlan-ID
13. interface vfc vfc-id
14. bind interface vethernet veth-num
15. no shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

仮想化機能セットをインストールします。install feature-set virtualization

例：
switch(config) # install feature-set
virtualization
switch(config) #

ステップ 2   

仮想化機能を有効にします。feature-set virtualization

例：
switch(config) # feature-set
virtualization
switch(config)#

ステップ 3   

指定されたFEXのコンフィギュレーションモードを開始
します。

fex fex-chassis-ID

例：
switch(config) # fex 101
switch(config-fex) #

ステップ 4   

fex-chassis_IDの範囲は 100～ 199です。

FEXの Fibre Channel over Ethernetトラフィックをイネー
ブルにします。

fcoe

例：
switch(config-fex) # fcoe
switch(config-fex) #

ステップ 5   

指定されたイーサネットインターフェイスのコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface ethernet [fex-chassis-ID/]slot/port

例：
switch(config-fex)# interface ethernet
101/1/1
switch(config-if)#

ステップ 6   

fex-chassis_IDの範囲は 100～ 199です。 Cisco Nexus 5000
プラットフォームでは、slotは1である必要があります。
FCoEでは、portの範囲は 1～ 32です。

ポートモードでインターフェイスを設定します。switchport mode vntag

例：
switch(config-if) # switchport mode
vntag
switch(config-if) #

ステップ 7   

仮想イーサネットインターフェイスを作成し、そのイン

ターフェイスのコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface vethernet veth-id

例：
switch(config-if) # interface vethernet
2
switch(config-if) #

ステップ 8   

veth-idの範囲は 1～ 1,048,575です。

2台の Cisco Nexusシリーズスイッチが冗長設
定されている場合は、仮想イーサネットイン

ターフェイス IDが各スイッチで一意である必
要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

指定したポートチャネルに指定したイーサネットイン

ターフェイスをバインドします。

bind interface ethernet
[fex-chassis-ID/]slot/port channel channel-no

例：
switch(config-if) # bind interface
ethernet 101/1/1 channel 1
switch(config-if) #

ステップ 9   

fex-chassis_IDの範囲は 100～ 199です。 Cisco Nexus 5000
プラットフォームでは、slotは1である必要があります。
FCoEでは、portの範囲は 1～ 32です。 channel-noの範
囲は 1～ 4096です。

インターフェイスをトランクポートまたはアクセスポー

トとして設定します。

switchport mode {trunk|access}

例：
switch(config-if) # switchport mode
trunk
switch(config-if) #

ステップ 10   

（任意）

インターフェイスをトランクポートとして設定する場合

は、このコマンドを使用してFCoEトラフィックのVLAN
を指定します。

switchport trunk allowed vlan vlan-ID

例：
switch(config-if) # switchport trunk
allowed vlan 33
switch(config-if) #

ステップ 11   

内部使用のために予約されたVLANを除いて、vlan-IDの
範囲は 1～ 4094です。

（任意）

インターフェイスをアクセスポートとして設定する場合

は、このコマンドを使用してFCoEトラフィックのVLAN
を指定します。

switchport access vlan vlan-ID

例：
switch(config-if) # switchport access
vlan 33
switch(config-if) #

ステップ 12   

スイッチ上で仮想ファイバチャネルインターフェイスを

作成し、コンフィギュレーションモードを開始します。

interface vfc vfc-id

例：
switch(config-if) # interface vfc 4
switch(config-if) #

ステップ 13   

vfc-idの範囲は 1～ 8192です。

仮想ファイバチャネルインターフェイスを、指定した仮

想イーサネットインターフェイスにバインドします。

bind interface vethernet veth-num

例：
switch(config-if) # bind interface veth
2
switch(config-if) #

ステップ 14   

veth-numの範囲は 1～ 1048575です。

デフォルトの動作ステートにインターフェイスを戻しま

す。

no shutdown

例：
switch(config-if) # no shutdown
switch(config-if) #

ステップ 15   
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次に、トランクポートとして設定されたチャネル 1の FEX 101およびイーサネットインターフェ
イスを使用して、SANファブリック Aの Cisco Adapter FEX with FCoEを設定する例を示します。
nexus5000-sanA(config)#configure terminal
nexus5000-sanA(config)#install feature-set virtualization
nexus5000-sanA(config)#feature-set virtualization
nexus5000-sanA(config)#fex 101
nexus5000-sanA(config-fex)#fcoe
nexus5000-sanA(config-fex)#interface ethernet 101/1/1
nexus5000-sanA(config-if)#switchport mode vntag
nexus5000-sanA(config-if)#interface veth 2
nexus5000-sanA(config-if)#bind interface eth 101/1/1 channel 1
nexus5000-sanA(config-if)#switchport mode trunk
nexus5000-sanA(config-if)#switchport trunk allowed vlan 33
nexus5000-sanA(config-if)#interface vfc 4
nexus5000-sanA(config-if)#bind interface veth 2
nexus5000-sanA(config-if)#no shutdown

次に、アクセスポートとして設定されたチャネル 2の FEX 102およびイーサネットインターフェ
イスを使用して、SANファブリック Bの Cisco Adapter FEX with FCoEを設定する例を示します。
nexus5000-sanB(config)#configure terminal
nexus5000-sanB(config)#install feature-set virtualization
nexus5000-sanB(config)#feature-set virtualization
nexus5000-sanB(config)#fex 102
nexus5000-sanB(config-fex)#fcoe
nexus5000-sanB(config-fex)#interface ethernet 102/1/1
nexus5000-sanB(config-if)#switchport mode vntag
nexus5000-sanB(config-if)#interface veth 5
nexus5000-sanB(config-if)#bind interface eth 102/1/1 channel 2
nexus5000-sanB(config-if)#switchport mode access
nexus5000-sanB(config-if)#switchport access vlan 40
nexus5000-sanB(config-if)#interface vfc 6
nexus5000-sanB(config-if)#bind interface veth 5
nexus5000-sanB(config-if)#no shutdown
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